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抄録 

厚生労働省資料の「歯周病罹患の現状と対策について」によると，35 歳～69 歳の約 70%が歯

肉に所見がある歯周病を指摘され，４mm 以上の歯周ポケットを有する「進行した歯周病を有

する者」は 35 歳～64 歳の約 50%弱と報告されている。本格的な治療を必要とする成人は約

30%との感覚があるが，沈黙の疾患である歯周炎の初期にスクリーニングすると，包括的な歯

周病治療を回避でき，さらに歯周炎が影響する内科的疾患を軽減できる。まさに，国民皆歯科

健診に価値が出てくる。今回は，歯周病の検査を 4 観点に分類し，それらの中からの国民皆歯

科健診にふさわしいスクリーニング検査を考える。 

 


